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論 文 内 容 の 要 旨 
【背景】microPETは小動物を対象とし開発された装置であり、同じ動物での繰り返し実験が可能で、空間分解能
1.75mmと非常に優れたものである。この装置を利用することにより今まで不可能であった小動物を用いた脳機能
イメージングが可能となる。しかしその性能について報告された文献は散見する程度であり、実態は明らかでは
ない。 
【目的】物理実験及びpositron  brainslice  autoradiographyを併用した比較実験を行ないmicroPETの定量性、
画像の均一性を検証した。 
【方法】ラットを対象とし無麻酔及び麻酔下で脳の神経活動を18F－FDGを用いて検討した。麻酔薬は一般的に使
用されている4種類（1.ケタミン＋キシラジン2.抱水クロラール3.ペントバルビタール4.プロポフォール5．イソ
フルレン）を用いた。ラットはmicroPETにて撮影後、positron brain slice autoradiographyを行い両者の結果
を比較し、定量性、画像の均一性を検討した。更に、ラットを模したファントムを用いてmicroPETの性能につい
ても評価した。 
【結果】microPETとpositron brain slice autoradiographyとの定量的な相関は非常に高いもので（r2＝0.81）、
その画像もそれぞれの麻酔によるFDGの取り込み変化を表現していた。ファントムによる実験でNECR（noise 
equivalent countrate）は320kcpsでピークを認め、撮影条件としてはcoincidenc time windowが6 nsecでenergy 
windowが350～650keVが最適であることが分かった。 
【結語】microPETの定量性、画像の均一性は非常に高く、小動物を用いた脳機能評価が十分可能であることが示
された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 microPETは小動物を対象とし開発された装置であり、同じ動物での繰り返し実験が可能で、空間分解能1.75mm
と非常に優れたものである。この装置を利用することにより今まで不可能であった小動物を用いた脳機能イメー
ジングが可能となる。しかしその性能について報告された文献は散見する程度であり、実態は明らかではない。 
 物理実験及びpositron brain slce autoradiographyを併用した比較実験を行ないmicroPETの定量性、画像
の均一性を検証した。 
 ラットを対象とし無麻酔及び麻酔下で脳の神経活動を18F－FDGを用いて検討した。麻酔薬は一般的に使用され
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ている6種類（1．ケタミン＋キシラジン2．抱水クロラール3．ペントバルビタール4．プロポフォール5．イ
ソフルレン6．ケタミン）を用いた。ラットはmicroPETにて撮影後、positron brain slice autoradiography
を行い両者の結果を比較し、定量性、画像の均一性を検討した。更に、ラットを模したファントムを用いて
microPETの性能についても評価した。 
 microPETとpositron brain slice autoradiographyとの定量的な相関は非常に高いもので（r2＝0．81）、そ
の画像もそれぞれの麻酔による FDGの取り込み変化を表現していた。ファントムによる実験で NECR（noise 
equivalent countrate）は320kcpsでピークを認め、撮影条件としてはcoincidence time windowが6 nsecで
energy windowが350～650keVが最適であることが分かった。 
 microPETの定量性、画像の均一性は非常に高く、小動物を用いた脳機能評価が十分可能であることが示された。
また覚醒下条件と同じ脳活動パターンが撮影される麻酔条件を見い出した。 
 以上の研究によりmicroPETの定量性が確立されたことで脳機能イメージングの発展に大きく貢献するものと
考えられる。従って、本研究は博士（医学）を授与するに値するものと判定された。 
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